
豚の臓器からのサルモネラの 検出 
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豚の呼吸器病で 罹患率が高いものとしては ， 

Act 尻 。 み ㏄ 刀は pzeu 櫛ゆ庇 ひ 櫛 。 れ 庇による繊維素 

性胸膜肺炎 ( 通称 ヘモ 肺炎 ), M ノ 。 叩 zosmo 

んノ 。 p 鵬 umo ん 血によるマイコプラズマ 肺炎など 

があ げられる。 また，事故率の 高いものとしてへ 

モ 肺炎， H ㏄ 碑叩ん iz 捧 p ア 僻地によるバレーサー 

病 ( 主に SPF 豚 ) などがあ げられる。 しかし 

呼吸器病として 検査依頼された 肺病変部から 大腸 

菌 ( 浮腫病など ) やサルモネラなどの 腸内細菌が 

検出される症例もあ り，さらに 豚 繁殖・呼吸障害 

症候群 (PRRS) ウィルスや隊離乳後考臓器性 

発育不良症候群 (PMWS) などと混合感染して 

いる場合も散見される。 多くの場合， 40 ～ 60 日 齢 

( 離乳後 2 一 3 週 ) に発症し高い 死亡事故につ 

ながっているが ， この時期は PRRS や PMWS 

などのウイルス 感染の好発時期であ るだけではな 

く，離乳や移動のストレスが 積み重なる衛生上重 

要 な時期といえる。 

豚のサルモネラ 症には，敗血症を 主 徴 とする ( 

S 磁 mo 庇 は o Chole,aasu 穂く SC ノぷ Typh ね uis に 

起因 ) タイプと慢性の 下痢 (STyph ㎞ u,ium 

く ST ノぷ De,by に起因 ) を呈するものがあ る。 

最近，サルモネラ ( 主に SC) による敗血症や 呼 

吸器型の症例が ， 日本各地で報告されるようにな 

り ，事故率の高い 重要な疾病として 注目されてき 

ている。 

われわれが平成 10 年に実施した 豚のサルモネラ 

関係の検査は ， 33 件 (27 農場 ) で， うち 10 件 (5 

農場 ) からサルモネラが 分離され，血清型は ST 

(3 農場 ) と ， SM0n ぬ video (2 農場 ) であ った。 

ST が分離された 3 農場の検査材料の 内訳は，呼 

吸器症状を呈して 急死した 40 ～ 50 日齢の子 豚 ( 極 

期の事故率は 20% 近く ) の各臓器， ほ 礼子豚の下 

痢 便 ，そして，正常 便 であ った。 事故率の高かっ   

  

表 1  各種臓器からの S 丁の分離 
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肺 5 5 100.0% 

肺門リ ンパ節 6 4 66.7% 

肝 臓 11 7 63.6% 

腎 臓 11 7 63.6% 

脾 臓 11 7 63.6% 
腸間膜リンパ 節 11 8 72.7% 

大 揚 8 8 100.0% 

Ⅰ」Ⅰ 腸 8 7 87.5% 
j し Ⅰ 臓 5 4 80.0% 
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表 2  各種臓器からの SC の分離 

Lowson&Dow@ (1966) 佐藤 ら (1995) 

賭
胚
拷
 

4
8
9
 

4
7
8
 

p
%
o
%
o
 

，
 
7
7
2
 

3
8
9
 

臓
 

脳
肺
 エ

｜
 

且
 

拷
賭
 

6
8
 

5
7
 

%
p
%
p
%
o
 

1
6
1
 

8
7
9
 

襲
職
 臓
 

胆
 
胃
腺
   拷

 

0
 
5
 

拷
賭
 

3
0
 

4
5
 

節
容
容
 

 
 

ン
 

内
内
 

 
  
 

膜
 
揚
揚
 

円
目
Ⅱ
 

咀
 揚

 
大
小
 
ふ ん 便 33% 
@ こ ¥ 臓 44% 

た 呼吸器型の症例の 臓器からの分離状況を 表 1 に 豚が 呼吸器症状を 呈し死亡事故が 発生すると， 

まとめた。 各種臓器から 分離されているため ， 敗 ヘモ 肺炎が真っ先に 疑われ，聞き 取り調査などを 

血症によって 死亡した症例と 考えられた。 臓器別 すると，農場での 重要疾病の第一にあ げられてい 

では，肺病変部や 腸内容からの 分離率が高く ，検 る 。 しかし離乳後には 多かれ少なかれ 呼吸器 症 

査 対象として 採付 する必要があ るといえる。 状は発生しその 時期に死亡事故が 発生すると 肺 

一方， もう一つの重要な 豚 サルモネラ症の 原因 炎 による 弊死 と片づけられる 場合も多々あ る。 農 

菌の SC に よ る敗血症や呼吸器型の 報告 ( 表 2)  場の状況は正確に 把握し適切な 衛生対策に結び 

では，腸内容やふん 便に比べ， 肺 ，肝臓，脾臓で つけていく必要があ る。 

高率に検出されている。 このように，同じ 肺炎症 サルモネラが 疑われる症例からの 細菌検査を実 

状を呈したサルモネラ 症においても ，原因となる 施するにあ たり，検査材料としてどのような 臓器 

サルモネラの 違いが，臓器分布の 違いに繋がって を選択するかの 参考になれば 幸いであ る。 

いるようであ る。 
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